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９月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

8/27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

▶︎猛烈な暑さの日々が続きます。エアコンを使いながら、ご自愛ください。▶︎本号は少しでも市
民の皆様に読んでいただけるよう作成しました。皆様のご感想やご意見をQRコードのアンケー
トでいただけるとありがたく思います。▶︎表紙も今回から特集ページの方々に飾っていただくこ
とになりました。▶︎議員手づくりの議会だよりとして、他市町からの視察受け入れも多く、毎日
文化センターの広報紙コンクールからも表彰を受けてきました。▶︎次号も皆様のご意見を取り入
れ、さらに読みやすいものになるよう、工夫していきます。	 （広報部会　堀　郁子）

集 後 記

本会議（第１日）
議案上程・提案説明

委員会

※午前9時30分から開会します。

議会の傍聴ができます。あいコムこうかによる放送、ネット中継もしています。

あなたとつなぐ 甲賀市議会だよりアンケート

今回の号より、内容やレイアウトを大きく変更いたしました。

お読みくださった感想やご意見を聞かせていただきたく、アン

ケートにご協力をお願いいたします。

QRコードを読み込んでお答えください。直接ご意見をいただけ

る方は、FAX：0748-63-4373へ、８月31日までに送信してく

ださい。

よろしくお願いいたします。

アンケートの回答は
８月31日までに
お願いします。

本会議（第２日）
議案審議・

（採決）・付託等

本会議（第４日）
一般質問

本会議（第３日）
常任委員会代表
質問・一般質問

本会議（第５日）
一般質問

本会議（第６日）
一般質問

本会議（第７日）
委員長報告・
質疑・討論・採決
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
委
員
会

貴
生
川
駅
周
辺
整
備
事
業

　

立
命
館
大
学
建
築
都
市
デ
ザ
イ

ン
学
科
の
阿
部
俊
彦
准
教
授
を
招

い
て
、
貴
生
川
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
阿
部
准
教
授
は
、
ま
ち
づ
く
り
に

は
、
①
地
域
住
民
の
一
人
一
人
が
、

ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
た
い
の
か
、
②

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
機
能
や
街

並
み
は
、
③
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業
や
仕
組
み
は
の
３

つ
の
視
点
で
、
地
域
に
入
っ
て
地
域

の
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
奈
川
県
開
成
町
議
会
の
広
報

　

一
人
で
も
多
く
の
町
民
に
手
に

取
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
信
念
を

も
っ
て
、
年
４
回
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
で

発
行
し
、
全
戸
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
。

議
会
独
自
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
制

作
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
に
誘
導
す
る
仕
組
み
を
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

東
京
都
あ
き
る
野
市
議
会
の
広
報

　

平
成
23
年
度
に
大
幅
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
。「
気
づ
き
を
与
え
る
表
現
方
法

や
読
み
や
す
さ
の
工
夫
」に
力
を
入

れ
、
毎
号
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
変
え
た
特

集
を
組
み
、
世
代
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
毎
に
興
味
の
異
な
る
層
を
重
ね
、

読
者
を
増
や
す
方
法
に
力
を
入
れ

ら
れ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換
会

視
察
研
修
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総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

現
地
視
察

佐
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
佐
山
荘
は

令
和
４
年
５
月
か
ら
改
修
工
事
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど

工
事
が
完
成
し
、
あ
ら
た
に「
佐
山

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」と
し
て

整
備
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
４
月
24

日
現
地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
佐
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
」内
に
は
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
や

自
治
振
興
会
事
務
局
が
置
か
れ
て

い
る
ほ
か
、
交
流
サ
ロ
ン
や
授
乳
室

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
畳
敷
き
で
あ
っ
た
集
会
室

は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
多
目
的
室
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
地
域

防
災
等
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

岐
阜
県
伊
那
市　

モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
実
証
事
業

　

看
護
師
を
乗
せ
た
専
用
車
が
患

者
宅
を
訪
問
し
、
医
師
が
オ
ン
ラ
イ

ン
診
療
を
行
い
ま
す
。
民
間
業
者
に

年
２
５
０
０
万
円
で
委
託
。
高
齢
化

地
域
や
医
師
不
足
等
の
課
題
に
対

し
て
、
患
者
、
医
療
者
双
方
に
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
、
今
後
の
過
疎
地
域
で

の
医
療
体
制
モ
デ
ル
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。

愛
知
県
尾
張
旭
市　

レ
イ
モ
ン
ド
庄
中
保
育
園

　

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
や
暖
か
み
の

あ
る
空
間
が
特
徴
的
で
す
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
課
題
。
今
後
、
子
ど
も
の

健
全
な
発
達
を
促
す
た
め
に
、
保
育

士
と
教
員
と
の
相
互
交
流
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

多目的室交流サロン

視
察
研
修
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甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会　
５
月
29
日

　
甲
賀
広
域
行
政
組
合
臨
時
会
が
５

月
29
日
に
開
か
れ
、
全
議
案
を
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し

た
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
高
機
能
消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
の
無

停
電
電
源
装
置
の
修
繕
等
に
よ
り
、

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
を
行
う
も
の
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
１
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
47
億
１
２
１
０
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

財
産
の
取
得

（
高
規
格
救
急
自
動
車
１
台
）

　

消
防
車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、

信
楽
消
防
署
配
備
の
高
規
格
救
急
自

動
車
を
２
７
８
８
万
５
千
円
で
更
新

す
る
も
の
。

甲
賀
広
域
行
政
組
合
監
査
委
員
の

　
任
期
延
長
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
組
合
監
査
委
員
の
任
期
を
、
新
た

な
監
査
委
員
が
選
任
さ
れ
る
ま
で
の

間
延
長
す
る
も
の
。

★ 

公
立
甲
賀
病
院
が「
地
方
独
立
行
政

法
人
」で
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す

か
？

　
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可

能
な
公
立
病
院
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

平
成
31
年
４
月
に
法
人
化
さ
れ
ま
し

た
。

（
平
成
29
年
度
に
病
院
組
合
議
会
議

決
）

★
公
立
・
組
合
・
組
合
議
会
っ
て
？　
　

　
法
人
の
設
立
団
体
は
、
公
立
甲
賀

病
院
組
合
で
す
。
組
合
と
は
甲
賀
市

と
湖
南
市
の
２
市
が
設
置
し
て
い
る

た
め（
正
式
に
は
一
部
事
務
組
合
）で
、

行
政
機
関
と
し
て
組
合
議
会
と
な
り

ま
す
。
両
市
各
５
名
、
合
計
10
名
の

議
員
が
い
ま
す
。

★
議
会
は
何
を
決
め
て
い
る
の
？

　
管
理
者（
現
在
は
岩
永
甲
賀
市
長
）

が
示
す
、
病
院
が
達
成
す
べ
き「
中
期

目
標
」、
そ
れ
を
受
け
て
病
院
が
自
ら

策
定
す
る「
中
期
計
画
」を
審
議
、
議

決
し
て
い
ま
す
。
ま
た
病
院
の
資
金

調
達
等
の
予
算
も
組
合
議
会
が
監
視

し
、
議
決
し
て
い
ま
す
。

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

現
在
、
第
２
期
中
期
計
画
に
の
っ
と
り
、

病
院
運
営
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
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Iターン Uターン

Jターン

中
なか

島
じま

　裕
ゆう

介
すけ

誠 翔 会

若
者
に
特
化
し
た
情
報
発
信
を
行
う

都
市
計
画
法
第
34
条
第
12
号
の
敷
地

面
積
５
０
０
㎡
以
下
の
許
可
要
件
に

つ
い
て
伺
う
。　

当
市
で
は
市
街
地
の
空
洞
化
問
題
に

も
配
慮
し
な
が
ら
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
市
街
化
調
整
区
域
で
の
規
制

緩
和
を
行
っ
て
き
た
。
新
た
に
宅
地

化
し
住
宅
を
建
て
る
た
め
の
敷
地
面

積
と
し
て
既
に
あ
る
宅
地
が
５
０
０

㎡
を
超
え
て
い
る
場
合
は
、
敷
地
条

件
に
よ
り
建
築
可
能
と
な
る
こ
と
も

あ
る
。
担
当
で
あ
る
都
市
計
画
課
に

ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。

若
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
業
務
に
つ

い
て
伺
う
。

若
い
世
代
の
方
は
、
進
学
・
就
職
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
市
外
へ
転
出
す
る
傾

向
が
あ
り
、
将
来
の
Ｕ
タ
ー
ン
や
定

住
を
考
え
た
中
で
は
、
転
出
さ
れ
た

後
に
も
本
市
と
の
つ
な
が
り
を
保
ち

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
掛
け

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
若
者
を

対
象
と
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の

し
く
み
を
構
築
し
、
若
者
に
特
化
し

た
最
新
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く
。

QAQA

橋
はし

本
もと

　律
りつ

子
こ

凛 風 会

横
断
的
・
重
層
的
支
援
を
検
討
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活
不
安
定
・
不
登
校

や
引
き
こ
も
り
状
況
に
あ
る
方
々
・
ど

う
し
て
も
社
会
参
加
で
き
に
く
い
生
き

づ
ら
さ
を
持
つ
人
た
ち
へ
の
支
援
の
在

り
方
や
環
境
づ
く
り
の
捉
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

市
内
の
引
き
こ
も
り
等
閉
鎖
的
環
境
に

あ
る
方
の
実
態
と
支
援
シ
ス
テ
ム
の
現

状
課
題
を
伺
う
。　

昨
年
度
相
談
件
数
１
３
１
件
。
必
要
な

支
援
が
届
い
て
い
な
い
方
が
多
い
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
の
継
続
支
援
・
重
層

的
施
策
を
活
用
し
協
働
で
取
り
組
む
。

社
会
参
加
で
き
や
す
い
中
間
就
労
の
場

を
よ
り
効
果
的
に
創
出
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

複
合
的
な
困
り
ご
と
に
個
々
に
応
じ
た

対
処
が
で
き
る
仕
組
み
・
居
場
所
や
就

労
援
助
は
生
き
る
力
を
応
援
す
る
も
の

と
考
え
検
討
し
て
い
く
。福
祉
部
局
・

産
業
経
済
部
・
民
間
企
業
事
業
所
と
連

携
を
図
り
推
進
し
た
い
。

QQ

複合的就労支援の先進例

AA

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の促

進
に
つ
い
て

Q
A

A
生
き
づ
ら
さ
を

安
心
な
暮
ら
し
施
策
へ

Q
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奥
おく

村
むら

　則
のり

夫
お

誠 翔 会

地
産
商
品
の
利
用
率
は
ほ
ぼ
１
０
０
％

地
産
地
消
の
考
え
と
今
後
は
。　

甲
賀
市
環
境
未
来
都
市
宣
言
に
お
い

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
農
産
物
の
地
産
地

消
を
掲
げ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
や

文
化
を
守
り
、
環
境
と
経
済
の
調
和

を
図
る
た
め
の
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
推
進
し
、
各
種
施
策
に
そ
の
考

え
方
を
今
後
し
っ
か
り
反
映
し
て
い

く
。

小
学
校
や
中
学
校
で
の
地
産
地
消
の

推
奨
や
指
導
は
。

小
学
校
で
は
、
学
校
給
食
だ
け
で
な

く
、
各
教
科
の
学
習
や
総
合
的
な
学

習
の
中
で
、
身
近
な
地
域
の
生
産
と

消
費
に
つ
い
て
学
び
の
機
会
と
し
、

小
中
学
校
の
教
員
へ
は
、
会
議
等
の

茶
に
つ
い
て
地
産
商
品
の
購
入
を
推

奨
し
て
い
る
。
引
き
続
き
地
産
地
消

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
よ
う
に
積
極

的
に
周
知
や
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

市
民
へ
の
周
知
は
。

ブ
ラ
ン
ド
力
を
上
げ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
紙
に
加
え
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活

用
し
、
地
場
産
品
の
消
費
拡
大
を
促

し
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
く
。

QQ

Q

田
た

中
なか

　新
あら

人
と

凛 風 会

予
算
議
決
日
が
成
立
、
４
月
１
日
執
行

予
算
の
空
白
が
で
き
た
場
合
は
ど
う

す
る
の
か
。　

補
助
金
や
委
託
料
の
支
払
い
は
、
原

則
、
事
業
が
完
了
し
、
額
が
確
定
し

た
後
の
精
算
払
い
と
な
る
が
、
年
度

当
初
か
ら
十
分
な
自
己
資
金
が
な
い

事
業
者
の
場
合
は
、
事
業
完
了
前
に

「
特
例
」で
、
概
算
払
い
で
対
応
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
。

消
火
栓
・
格
納
箱
の
老
朽
化
や
破
損

等
点
検
補
修
は
。

消
火
栓
の
点
検
補
修
は
、
地
域
の
皆

様
や
消
防
団
点
検
で
不
具
合
が
確
認

さ
れ
た
場
合
は
、
上
水
道
課
で
修
繕
。

格
納
箱
修
繕
は
、
区
・
自
治
会
で
対

応
。

農
業
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
加
と
の
原
因
と
市
の

認
識
に
つ
い
て
伺
う
。

農
産
物
は
、
自
然
環
境
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
か
ら
収
入
が
不
安
定
で
、
農

業
機
械
等
の
初
期
投
資
に
も
相
当
な

費
用
が
必
要
で
、
農
業
を
続
け
る
に

は
課
題
が
多
く
、
結
果
、
担
い
手
が

不
足
し
、
ひ
い
て
は
、
耕
作
放
棄
地

の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

QQQ

消火栓格納箱

農林水産省ホームページより

AA

A

AA

A

市
役
所
内
の
地
産
地
消
の

取
り
組
み
は

QA

A
予
算
の
成
立
と

執
行（
時
期
）を
伺
う

Q
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田
た

中
なか

　將
まさ

之
ゆき

公 明 党

業
務
の
効
率
化
に
む
け
活
用
を
研
究

生
成
Ａ
Ｉ
で
代
表
的
な
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
を
利
用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
つ
い
て
、
国
内
で
は
チ
ャ

ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
と
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
を

組
み
合
わ
せ
て
い
る
例
が
あ
る
が
、

地
域
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
と

効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、	

チ

ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
用
い
た
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
の
導
入
は
可
能
か
。　

複
数
の
自
治
体
が
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

等
の
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
向
け
た
実

証
実
験
等
を
開
始
し
て
お
り
、
全
国

的
に
機
運
が
一
気
に
高
ま
る
と
予
想

し
て
い
る
。

国
か
ら
先
月
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
業
務
利

用
に
つ
い
て
通
知
が
あ
り
、
そ
の
中

で
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
留
意
し
な

が
ら
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は
適
正
な

措
置
を
講
じ
、
利
用
そ
の
も
の
を
禁

じ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

本
市
も
今
月
に
開
催
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推

進
本
部
会
議
で
生
成
Ａ
Ｉ
を
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
上
げ
た
。
市
民
向
け
Ａ

Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、様
々

な
業
務
の
効
率
化
に
活
用
で
き
な
い

か
研
究
を
進
め
る
。

QA

瀨
せ

古
こ

　幾
いく

司
じ

凛 風 会

持
続
可
能
な
循
環
型
林
業
を
目
指
す

樹
木
の
中
で
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
の

針
葉
樹
が
CO2
を
多
く
吸
収
す
る
が
、

高
樹
齢
に
な
る
と
急
に
吸
収
力
が
低

下
す
る
。
市
内
の
森
林
の
現
状
は
。　

伐
採
適
齢
期
の
森
林
は
、
人
工
林
面

積
の
22
％
、
３
６
５
６
㌶
あ
る
。

図
で
示
し
た
CO2
吸
収
特
性
を
生
か
し

た
森
の
循
環
が
必
要
と
考
え
る
が
、

こ
れ
を
阻
害
し
て
い
る
も
の
は
何
か
。

地
形
的
問
題
、
林
業
の
不
経
済
性
、

長
期
に
わ
た
る
維
持
管
理
の
必
要
性

か
ら
次
世
代
継
承
へ
の
不
安
な
ど
が

要
因
。

伐
採
後
の
植
栽
か
ら
下
刈
り
・
除

伐
・
枝
打
ち
等
保
育
へ
の
補
助
は
。

国
・
県
・
市
の
合
計
で
施
業
状
況
に

よ
り
79
％
～
90
％
の
補
助
率
で
あ
る
。

今
後
の
森
林
施
策
は
。

県
や
森
林
組
合
等
と
連
携
し
、
森
林

所
有
者
の
負
担
軽
減
と
不
安
解
消
を

図
り
、「
伐き

っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」持
続
可
能
な
循
環
型
林
業
を

目
指
す
取
組
み
を
推
進
す
る
。

QAQAQA

樹種別・林齢別炭素吸収量

甲賀市AIチャットボット

QA

行
政
で
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
を

Q
A

A CO2
削
減
に森

の
循
環
は
重
要
だ
が

Q
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西
にし

山
やま

　実
みのる

日本共産党

安
全
を
第
一
に
事
業
継
続
に
つ
な
げ
る

毎
年
８
月
６
日
広
島
で
行
わ
れ
る
平

和
記
念
式
典
に
小
学
６
年
生
が
参
加

す
る「
広
島
平
和
記
念
式
典
参
加
事

業
」は
、
甲
賀
市
に
と
っ
て
誇
る
べ
き

事
業
で
あ
り
、
今
年
度
予
算
か
ら
削

ら
れ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
、
予
算

の
復
活
を
求
め
る
。　

平
和
教
育
に
と
っ
て
大
変
意
義
あ
る

活
動
だ
け
に
、
熱
中
症
や
大
混
雑
の

中
で
の
安
全
を
考
え
た
上
で
、
子
ど

も
た
ち
の
育
ち
や
学
び
の
機
会
を
し

っ
か
り
と
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
予
算

編
成
に
あ
た
り
た
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
移
行

後
も
、
第
９
波
に
備
え
て
体
制
の
整

備
を
。

５
類
移
行
後
も
、
医
療
提
供
体
制
の

整
備
や
患
者
へ
の
対
応
な
ど
感
染
症

対
策
の
基
本
は
県
で
適
切
に
実
施
さ

れ
る
。

水
口
城
資
料
館
に
通
じ
る
木
橋「
御
成

橋
」の
修
復
の
見
通
し
は
。

７
月
中
に
は
設
計
業
務
を
完
了
さ
せ
、

補
正
予
算
を
組
ん
で
令
和
６
年
度
中

に
橋
の
修
復
を
完
了
さ
せ
た
い
。

QA

Q

A Q

A

西
にし

田
だ

　忠
まこと

凛 風 会

大
変
重
要
と
認
識
、
施
策
を
進
め
る

市
の
総
人
口
の
５
％
近
く
が
外
国
人
、

伴
谷
地
区
に
至
っ
て
は
既
に
10
％
を

上
回
る
。
市
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
は

彼
ら
に
充
分
配
慮
さ
れ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
か
。

市
に
暮
ら
す
外
国
人
の
割
合
は
。　

令
和
４
年
12
月
末
現
在
の
外
国
人
人

口
は
４
１
４
２
人
で
あ
り
、
市
内
全

体
の
4
・
65
％
を
占
め
、
増
加
傾
向

に
あ
る
。

そ
の
う
ち
定
住
者
の
割
合
は
ど
う
か
。

全
体
の
５
割
以
上
が
安
定
し
た
身
分

で
住
み
続
け
る
こ
と
が
可
能
。

定
住
外
国
人
が
こ
の
先
も
甲
賀
市
で

暮
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
彼
ら
と
の
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
環
境
整
備
、
社
会
参
画
の

促
進
が
必
要
で
は
。

彼
ら
が
家
族
と
共
に
地
域
で
暮
ら
す

市
民
と
し
て「
定
住
」し
続
け
る
た
め

の
取
り
組
み
は
大
変
重
要
と
認
識
。

来
春
開
設
予
定
の「(

仮
称)

多
文
化
共

生
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
を
機
に
多
文
化

共
生
施
策
を
さ
ら
に
進
め
た
い
。

QAQAQ

A

通行止が続く水口城跡の「御成橋」

広
島
平
和
記
念
式
典

参
加
の
復
活
を

QA

A 多
文
化
共
生
へ
の取

り
組
み
は

Q
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小
お

倉
ぐら

　剛
つよし

誠 翔 会

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
研
究
す
る

本
市
に
お
い
て
、
中
学
卒
業
後
の
市

民
の
学
び
や
活
動
を
支
援
す
る
制
度

は
。

現
在
、
全
て
の
高
校
生
、
全
て
の
大

学
生
が
対
象
と
な
る
、
個
々
の
学
び

や
活
動
に
つ
い
て
の
支
援
制
度
は
な

い
が
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
高
等
学

校
、
大
学
等
へ
の
修
学
が
困
難
な
方

に
対
し
て
は
、「
甲
賀
市
奨
学
資
金
給

付
制
度
」を
設
け
て
、
一
定
の
要
件
の

も
と
、
奨
学
資
金
を
給
付
し
支
援
し

て
い
る
。

ま
た
、
広
く
市
民
を
対
象
に
し
た
出

前
講
座
事
業
な
ど
に
お
い
て
は
、
ま

ち
づ
く
り
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
な
ど

様
々
な
分
野
の
学
び
の
機
会
の
提
供

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

今
後
、
若
者
の
学
び
や
活
動
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
そ
の
あ
り
方
や
必

要
性
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
全
国

A

福
ふく

井
い

　進
すすむ

無 所 属

こ
ど
も
を
第
一
に
事
業
を
推
進
す
る

削
ら
れ
た「
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
の

こ
ど
も
派
遣
事
業
」の
意
義
に
つ
い

て
。　

戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
に
つ

い
て
五
感
を
通
し
て
感
じ
る
大
変
意

義
あ
る
活
動
。

「
被
爆
の
実
相
と
平
和
を
願
う
人
々
の

思
い
に
直
接
触
れ
る
機
会
」と
し
て
、

ヒ
ロ
シ
マ
へ
の
こ
ど
も
派
遣
事
業
を

復
活
す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

参
加
児
童
の
安
全
対
策
・
広
島
市
の

受
け
入
れ
体
制
等
の
課
題
も
あ
り
、

実
施
可
能
な
計
画
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
必
要
な
予
算
を
考
え
る
。

安
心
安
全
な
通
学
方
法
の
確
保
に
向

け
て
、
公
共
交
通
機
関
と
の
連
携
の

も
と「
遠
距
離
通
学
支
援
」の
さ
ら
な

る
拡
充
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
。

異
常
気
象
が
も
た
ら
す
熱
中
症
等
の

対
策
の
た
め
、
公
共
交
通
の
利
用
は

有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
学
校

や
関
係
機
関
と
共
に
引
き
続
き
調
整

を
行
い
、
必
要
な
予
算
の
確
保
に
努

め
る
。

QQQ

民家・日陰のない通学路（耕心区）

AA

A

教
育
に
か
か
る
経
済
支
援
は

QA

A 広
島
派
遣
の
復
活
と

通
学
支
援
の
拡
充

Q

的
な
先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
研
究
し
て
い
く
。

Q
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岡
おか

田
だ

　重
しげ

美
み

日本共産党

国
に
よ
る
財
政
措
置
に
期
待
し
た
い

県
内
で
給
食
費
無
償
化
の
実
施
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
教
育
は
無
償
の

観
点
か
ら
も
市
も
実
施
に
踏
み
き
る

べ
き
。　

恒
久
的
な
財
源
確
保
が
課
題
。
国
に

よ
る
自
治
体
へ
の
財
政
措
置
を
期
待

す
る
。

学
校
再
編
計
画
に
対
し
、
地
域
と
し

て
は
再
編
せ
ず
に
存
続
を
と
い
う
意

向
で
あ
る
。
新
教
育
長
の
受
け
止
め

を
伺
う
。

地
域
の
思
い
を
大
切
に
し
つ
つ
、
時

代
の
流
れ
に
即
し
た
教
育
環
境
の
実

現
に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
る
。

投
票
率
低
下
の
中
、
投
票
所
削
減
は

投
票
率
向
上
に
逆
行
す
る
の
で
は
。

災
害
時
の
職
員
体
制
、
立
会
人
選
任

の
課
題
も
あ
り
、
審
議
会
に
お
い
て

投
票
区
見
直
し
を
検
討
い
た
だ
い
て

い
る
。

土
山
の
コ
ミ
タ
ク
に
つ
い
て
、
大
野

ま
で
エ
リ
ア
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

移
動
手
段
維
持
と
い
う
点
か
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

青
土
ダ
ム
駐
車
場
ト
イ
レ
の
水
洗
化

を
。

水
量
の
問
題
か
ら
対
応
困
難
と
の
こ

と
だ
が
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
し
て

い
く
。

QAQAQA

西
にし

村
むら

　慧
けい

凛 風 会

重
要
な
路
線
、
ま
ち
づ
く
り
の
生
命
線

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
乗
車
人
数
の
推
移
は
。

市
内
５
駅
の
１
日
当
た
り
で
は
、
Ｈ

17
年
度（
７
４
８
４
人
）を
ピ
ー
ク
に
、

Ｒ
２
年
度
ま
で
減
少
し
続
け
、
最
新

の
Ｒ
３
年
度
は
５
２
０
４
人
だ
っ
た
。　

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
中
長
期
的
な
所
見
は
。

ま
ず
は
、
利
用
増
進
に
有
効
な
事
業

に
注
力
す
る
が
、
全
国
的
な
共
通
課

題
と
し
て
、
国
と
連
携
す
る
必
要
も

あ
る
。
ま
た
、
本
市
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本

と
の
パ
イ
プ
を
築
き
、
着
実
に
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

「
若
者
政
策
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
昨
年
度
か
ら
の
改
善
ポ
イ
ン
ト
は
。

交
流
機
会
の
創
出
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
な
が
ら
、
市
職
員
が
情
報
提

供
等
の
サ
ポ
ー
ト
を
丁
寧
に
行
う
。

「
子
ど
も
の
移
動
経
路
安
全
プ
ロ
グ
ラ

ム
」の「
対
策
メ
ニ
ュ
ー
」は
万
全
か
。

最
大
限
、
早
期
に
で
き
る
対
策
を
行

っ
て
い
る
が
、
引
き
続
き
、
大
切
な

命
を
守
る
た
め
の
安
全
確
保
に
努
め

る
。

QAQAQA

市内小学校通学風景

青土ダム駐車場（展望公園）トイレ

QAQA

QA

学
校
給
食
費
無
償
化
に

踏
み
き
る
べ
き

Q
A

A
Ｊ
Ｒ
草
津
線
の

甲
賀
市
の
位
置
づ
け
は

Q
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橋
はし

本
もと

　恒
ひさ

典
のり

凛 風 会

市
民
の
健
康
増
進
と
交
流
に
つ
な
げ
る

国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
は
。　

市
民
の
健
康
増
進
や
交
流
の
一
助
に

な
る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
各
競

技
団
体
や
各
種
団
体
と
連
携
し
取
り

組
む
。

広
島
平
和
記
念
事
業
は
旧
町
の
事
業

を
引
き
継
い
で
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

事
業
内
容
を
変
更
さ
れ
た
経
緯
は
。

令
和
５
年
度
も
広
島
市
の
受
入
の
体

制
が
未
確
定
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
熱

中
症
の
リ
ス
ク
な
ど
参
加
児
童
の
安

全
対
策
が
万
全
で
な
い
と
い
っ
た
課

題
か
ら
、
平
和
パ
ネ
ル
展
の
開
催
や

被
爆
体
験
講
話
会
の
開
催
等
を
実
施

す
る
判
断
に
至
っ
た
。

学
校
プ
ー
ル
に
お
け
る
安
全
対
策
と

事
故
発
生
時
の
緊
急
対
策
は
。

施
設
面
で
は
危
険
箇
所
の
補
修
や
排

水
口
の
安
全
対
策
等
を
行
っ
て
い
る
。	

緊
急
対
策
と
し
て
は
教
職
員
へ
の
救

命
救
急
講
習
等
を
行
い
、
事
故
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
に
従
い
、
安
全
指
導

の
充
実
に
努
め
る
。

QAQAQ

A

堀
ほり

　郁
いく

子
こ

公 明 党

不
登
校
支
援
の
可
能
性
を
働
き
か
け
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域

学
校
協
働
本
部
が
で
き
て
い
る
学
校

は
ど
こ
か
。　

貴
生
川
・
土
山
・
水
口
・
伴
谷
・
柏

木
・
綾
野
・
大
原
・
佐
山
・
甲
南
中

部
の
９
小
学
校
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域

学
校
協
働
本
部
の
連
携
で
不
登
校
支

援
が
で
き
な
い
か
。

こ
れ
ま
で
に
な
い
視
点
で
あ
り
、
支

援
の
可
能
性
に
つ
い
て
各
関
係
機
関

と
共
有
し
、
で
き
る
限
り
働
き
か
け

て
い
き
た
い
。

進
め
る
と
す
れ
ば
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
に
な
る
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
課
題
と

方
策
を
検
討
し
た
後
、
実
際
に
ど
ん

な
人
を
つ
け
進
め
て
い
く
か
を
、
地

域
学
校
協
働
本
部
の
活
動
で
具
体
化

す
る
。

不
登
校
支
援
を
す
る
場
合
、
市
か
ら

の
補
助
は
。

教
育
委
員
会
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
利

用
児
童
生
徒
支
援
補
助
金
や
健
康
福

祉
部
の
居
場
所
の
創
出
応
援
事
業
等

の
予
算
や
新
た
な
制
度
構
築
も
研
究

す
る
。

QAQAQA

コミュニティ・スクールと連携した避難訓練

市内小学校のプール（コンクリート製）

QA

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興
は

QA

A
地
域
学
校
協
働
本
部
で

不
登
校
支
援
を

Q
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戎
えびす

脇
わき

　浩
ひろし

誠 翔 会

納
得
解
を
見
出
す
力
の
育
成
を
目
指
す

学
校
教
育
に
関
し
て
、
ど
ん
な
力
を

つ
け
さ
せ
た
い
か
。　

学
び
の
楽
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
答

え
の
な
い
課
題
に
向
か
っ
て「
納
得

解
」を
見
出
す
力
の
育
成
を
目
指
す
。

学
び
の「
楽
し
さ
」を
、
今
後
前
面
に

出
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

学
び
の
４
つ
の
楽
し
さ
、「
わ
か
る
」

「
で
き
る
」「
伸
び
る
」「
集
う
」は
、
４

月
に
就
任
し
て
か
ら
、
自
ら
の
言
葉

と
し
て
表
し
た
も
の
。
来
年
度
以
降
、

教
育
の
指
針
に
示
し
て
い
く
。

学
校
再
編
に
関
し
て
、
規
模
の
課
題

の
中
に
子
ど
も
た
ち
を
置
い
て
い
る
。

早
急
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

歴
史
・
文
化
財
に
関
し
て
、
地
域
学

が
重
要
と
さ
れ
た
。
祭
礼
等
を
含
め
、

実
体
験
が
必
要
。
水
口
ま
つ
り
当
日

を
休
校
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
で
検
討

し
、
可
能
だ
と
考
え
る
。

QAQAQA

山
やま

岡
おか

　光
みつ

広
ひろ

日本共産党

22
時
を
超
え
る
時
間
外
は
厳
禁
と
し
た

昨
年
12
月
議
会
と
３
月
議
会
で
取
り

上
げ
た
市
職
員
の
異
常
な
時
間
外
労

働
を
是
正
す
る
指
導
は
。　

午
後
10
時
を
超
え
る
時
間
外
は
厳
禁
、

や
む
を
得
ず
超
え
る
場
合
も
午
前
零

時
ま
で
に
退
庁
す
る
こ
と
を
徹
底
。

ま
た
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
し
な
い
こ
と

を
指
示
し
た
。
月
80
時
間
以
上
の
時

間
外
勤
務
が
あ
る
場
合
は
、
部
内
で

す
み
や
か
に
人
事
異
動
を
検
討
す
る
。

午
前
零
時
を
超
え
て
退
庁
の
実
態
は
。

３
月
20
課
、
４
月
17
課
、
５
月
５
課

に
減
少
。

認
知
症
高
齢
者
は
、
65
歳
以
上
高
齢

者
の
５
人
に
一
人
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
実
態
を
掌
握
し
、
早
期
発
見
・

予
防
に
力
を
入
れ
る
た
め
に
、
専
門

医
の
拡
充
、
相
談
窓
口
の
開
設
、
徘

徊
高
齢
者
支
援
な
ど
を
充
実
し
、
全

庁
あ
げ
て
取
り
組
む
た
め
に「
条
例
」

制
定
を
。

認
知
症
又
は
予
備
軍
は
５
２
０
０
人
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
相
談
、

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
・
認
知
症
相
談

医
に
よ
る
連
携
、
徘
徊
高
齢
者
家
族

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
。

QAQAQ

A

総務部長名で指示された改善文書

通学路にも課題がいっぱい

QA

「
新
」
教
育
長
の
所
信
を
問
う

QA

A
市
職
員
の
異
常
な

時
間
外
の
是
正
は

Q
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インクルーシブ公園（東京都品川区：大井坂下公園）

田
た

中
なか

　喜
よし

克
かつ

無 所 属

杣
川
、
野
洲
川
河
川
敷
の

有
効
活
用
は

貴
生
川
駅
周
辺
整
備
で
河
川
敷
を
重
視

杣
川
沿
い
に
災
害
時
の
緊
急
復
旧
活

動
、水
防
活
動
の
拠
点
施
設
整
備
は
。　

河
川
防
災
と
地
域
活
性
化
施
設
が
一

体
に
な
っ
た「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｂ
Ｅ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」の
整
備
は
、
過
去
に
風
水
害
を

経
験
し
た
地
域
で
あ
り
、
河
川
管
理

者
で
あ
る
県
に「
事
業
化
の
可
能
性
」

に
つ
い
て
相
談
す
る
。

「
住
居
表
示
や
字
の
変
更
」の
実
施
で

地
域
・
ま
ち
・
甲
賀
市
の
都
市
的
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
。

庁
舎
周
辺
地
域「
水
口
町
水
口
」で
の

実
施
に
は
市
の
都
市
的
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
の
一
助
と
な
る
も
の
の
、
実
施

に
は
地
域
住
民
、
当
該
地
域
の
土
地

の
所
有
者
な
ど
の
合
意
形
成
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
多
く
の
費
用

を
要
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

環
境
未
来
都
市
宣
言「
環
境
を
意
識
し

た
行
動
が
で
き
る
人
づ
く
り
」と
は
。

様
々
な
機
会
、
媒
体
を
活
用
し
た
効

果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
環
境
を

自
分
事
と
し
て
学
ぶ
機
会
の
創
出
に

努
め
る
。

QAQA

QA

木
き

村
むら

　眞
まさ

雄
お

公 明 党

共
生
社
会
に
向
け
、
整
備
具
体
化
す
る

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
整
備
の
意
義

に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。　

こ
の
整
備
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
へ
の
関
心
や
障
が
い
の
あ
る
子

ど
も
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
良
い
き
っ
か
け
と
な
る
。

誰
も
が
遊
び
の
機
会
を
も
て
る
よ
う
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
意
識
し

た
配
慮
や
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
の
視
点

が
極
め
て
大
切
で
あ
る
。

共
生
社
会
実
現
の
一
方
策
と
し
て
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
を
整
備
す
る

こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

公
園
の
整
備
を
行
う
場
合
、
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
施
設
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
間
近
に
控
え
て
、
公
園
を

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
化
す
る
こ
と
は
た

い
へ
ん
有
意
義
で
あ
る
。公
園
は
様
々

な
方
々
に
活
動
の
場
と
し
て
提
供
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能
も
あ
る
。
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
公
園
を
一

つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ま
ず
は
多
く

の
方
々
が
利
用
さ
れ
て
い
る
公
園
に

お
い
て
整
備
具
体
化
を
進
め
て
い
く
。

QAQA

名張市・名張川沿いの「MIZBE（みずべ）ステーション」

QA

A
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
の整

備

Q
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市
の
考
え
を

市
の
考
え
を
問
う
問
う

1818
人
の
議
員
が

人
の
議
員
が

　
第
３
回
甲
賀
市
議
会
定
例
会
一
般
質
問
が
、
６
月
16
日
、

19
日
、
20
日
、
21
日
の
４
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
18
人

の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
た
内
容
を
通
告
順
に

掲
載
し
ま
す
。

田
た

中
な か

　喜
よ し

克
か つ

１　杣川、野洲川の河川敷の有効利活用の取組みについて
２　甲賀市の未来を担う貴生川駅周辺整備事業を周知し、もっともっと市民の身近に
３　甲賀市の魅力「豊かな自然・文化」を守るため住民総参加での清掃奉仕の実施を
４　住居表示・字の区域変更で地域・まち・甲賀市の都市的イメージアップを

木
き

村
む ら

　眞
ま さ

雄
お
１　本市の教育振興策について
２　給食の食品ロス問題について（特に牛乳の廃棄に関わって）
３　共生社会実現に向けて、インクルーシブ公園の整備について

戎
えびす

脇
わ き

　浩
ひろし １　教育長就任にあたって、所信を伺う

山
や ま

岡
お か

　光
み つ

広
ひ ろ

１　急増する認知症高齢者が安心して住み続けられる甲賀市とするために
２　市職員の異常な時間外労働　その後の対応と実態について
３　手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例を生かし２つの提案
４　市内公共施設の駐車場における「車止め」の安全対策について
５　「子育てNO1の甲賀市」としての施策の充実を

橋
は し

本
も と

　恒
ひ さ

典
の り

１　�国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催を通じた市のスポーツ振興と
スポーツ健康都市の実現に向けて

２　広島平和記念事業の成果と課題について
３　市内のプールの現状と安全管理について
４　�手話言語及び情報・コミュニケーション促進条例と軽度・中等度難聴児の支援事
業について

堀
ほ り

　郁
い く

子
こ

１　コミュニティ・スクールと地域学校協働本部について
２　防災・減災対策について
３　高齢者支援について
４　自転車ヘルメット等について

岡
お か

田
だ

　重
し げ

美
み

１　新教育長に教育課題について問う
２　学校給食費無償化に向けて
３　投票率の向上に向けて
４　土山地域におけるコミバス、コミタクをもっと使いやすく
５　青土ダム駐車場トイレ改修とエコーバレイの施設整備について

西
に し

村
む ら

　慧
け い

１　JR草津線の便数維持について
２　子どもの移動経路安全プログラムについて
３　移住定住促進事業について

小
お

倉
ぐ ら

　剛
つよし １　教育にかかる経済支援のあり方について

福
ふ く

井
い

　進
すすむ

１　「ヒロシマ」へのこども派遣事業の復活について
２　保育現場の現状と対策について
３　「遠距離通学費支援」の更なる拡充について

西
に し

山
や ま

　実
みのる

１　広島平和記念式典参加事業の予算の復活を
２　新型コロナウイルスの第５類移行後の対応について
３　甲賀市立みなくち診療所の指定管理について
４　水口城「御成橋」の修復見通しについて

西
に し

田
だ

　忠
まこと １　市内鉄道路線の利用促進について

２　多文化共生社会の実現に向けて

田
た

中
な か

　將
ま さ

之
ゆ き

１　行政におけるAIの活用について
２　甲賀市の観光について
３　熱中症対策の推進について

瀨
せ

古
こ

　幾
い く

司
じ １　CO2削減に向けた森林対策について
２　教員の負担軽減に向けた小中学校の環境対策について

奥
お く

村
む ら

　則
の り

夫
お １　地産地消について

橋
は し

本
も と

　律
り つ

子
こ １　“日本遺産”忍者への探究について
２　生きづらさから社会参加できる環境づくりを

中
な か

島
じ ま

　裕
ゆ う

介
す け １　UIJターンの促進について

田
た

中
な か

　新
あ ら

人
と

１　予算の成立時期に関わる問題について
２　迅速な初期消火活動に資する消火栓・ホース・格納庫について
３　農業振興について
４　部活動等への支援について
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令和４年度　政務活動費報告
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

　議員には調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として政務活動費が交付されて
います。甲賀市の政務活動費は、議員１人１か月２万円で、所属会派（無所属議員にあっては個人）
に交付し、年度末にその使途を明確にして精算し、残金は返還しています。領収書の写し等はホー
ムページで公開しています。

凛風会（８名）

■研究研修費� 11,137円
■調査旅費� 717,843円
■資料作成費� 21,144円
■広報費� 818,097円

返還額 351,786円

誠翔会（５名）

■研究研修費� 1,650円
■調査旅費� 165,660円
■資料作成費�183,830円
■広報費� 540,573円

返還額 408,291円

日本共産党甲賀市議員団（３名）

■研究研修費�126,380円
■広報費� 589,920円
■広聴費� 3,700円

返還額 0円

公明党（３名）

■調査旅費� 124,278円
■資料作成費� 22,670円
■資料購入費� 33,110円
■広報費� 491,200円

返還額 48,743円

会派に属さない議員　田中喜克

■資料作成費� 11,584円
■広報費� 228,416円

返還額 1円

会派に属さない議員　福井進

■調査旅費� 1,352円
■資料作成費�131,276円
■広報費� 30,735円

返還額 76,639円

会派に属さない議員　北田麗子（～10月）

■調査旅費� 22,230円
■資料作成費� 17,732円

返還額 100,038円

会派に属さない議員　糸目仁樹（～１月）

■調査旅費� 65,420円
■資料作成費� 24,996円
■その他の経費�100,000円

返還額 9,584円

支出合計
1,568,221円

支出合計
891,713円

支出合計
720,000円

支出合計
671,258円

支出合計
240,000円

支出合計
163,363円

支出合計
39,962円

支出合計
190,416円

※年度内人数増減により会派人数×２万円ではありません

交付額 1,920,000円
利　息 7円

交付額 1,300,000円
利　息 4円

交付額 720,000円
利　息 0円

交付額 720,000円
利　息 1円

交付額 240,000円
利　息 1円

交付額 240,000円
利　息 2円

交付額 140,000円 交付額 200,000円
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番　号 議案等の名称

会　　派　　名

結　
果

提
案
者

討論 凛風会 自由民主党誠翔会 公明党 日本共産党 無会派

反　
対

賛　
成

西
田　
　
忠

瀨
古　
幾
司

西
村　
　
慧

林
田　
久
充

橋
本　
恒
典

田
中　
新
人

橋
本　
律
子

北
田　
麗
子

中
島　
裕
介

奥
村　
則
夫

小
倉　
　
剛

戎
脇　
　
浩

木
村　
眞
雄

堀　
　
郁
子

田
中　
將
之

西
山　
　
実

岡
田　
重
美

山
岡　
光
広

福
井　
　
進

田
中　
喜
克

賛否の分かれた議案・意見書　審議結果

意見書案
第９号

同性婚を認める民法改正等
法整備を求める意見書の提
出について

岡
田

田
中（
將
）

山
岡 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 否

意見書案
第10号

「残業代不支給」となって
いる教員給与特別法の廃止
を求める意見書の提出につ
いて

山
岡

西
村

西
山 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 否

意見書案
第11号

物価高騰の中で最低賃金の
緊急的な引き上げを求める
意見書の提出について

西
山

小
倉

岡
田 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 否

賛否の分かれた請願　審議結果

請願の名称
請
願
人

請願
第1号

物価上昇に見合う老齢基礎
年金等の改善を求める請願

大
原�

盾
夫

木
村

山
岡 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

不
採
択

請願
第2号

小中学校の女子トイレに生
理用品設置を求める請願

田
代�

君
代

北
田
・
堀

山
岡
・
田
中（
喜
）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○
不
採
択

※谷永兼二議員は議長のため採決に加わらない
（敬称略）

○：賛成　●：反対■賛否の分かれた議案・意見書・請願の議決結果

市の公益に関することについて、国会また
は関係機関に対し、議会の意思をまとめて
提出する文書のことです。政治的効果を期
待して、議会の意思を対外的に表明するな
どの理由で議決します。

議会用語解説

意見書って？

請願とは、国や地方公共団体などの公共機
関に対して、その所管する事務について
一定の措置を行うよう（または行わないよ
う）要望を伝える行為のことで、地方公共
団体の議会の議員の紹介を必要とします。

請願って？
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番　　号 提案者 件　　　名

専
決
案
件

議案第38号 市長 専決処分につき承認を求めることについて

議案第39号 市長 専決処分につき承認を求めることについて

条
例
改
正

議案第40号 市長 甲賀市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

補
正
予
算

議案第41号 市長 令和５年度甲賀市一般会計補正予算（第２号）

５月臨時会

５月臨時会・６月定例会議決結果

■全員賛成で可決・承認した議案

番　　号 提案者 件　　　名

人
事

議案第42号～
第60号（19件） 市長 甲賀市農業委員会の委員の任命につき同意を求めることについて

条
例
改
正

議案第61号 市長 甲賀市税条例の一部を改正する条例の制定について

議案第62号 市長 甲賀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例の制定について

議案第63号 市長 甲賀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

補
正
予
算

議案第64号 市長 令和５年度甲賀市一般会計補正予算（第３号）

そ
の
他

議案第65号 市長 契約の締結につき議決を求めることについて

議案第66号 市長 契約の締結につき議決を求めることについて

意
見
書

意見書案
第12号 木村 特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書の提出について

意見書案
第13号

田中
（將）

生物多様性の保全・ネイチャーポジティブの対策の強化を求める意見書の提出に
ついて

意見書案
第14号 堀 薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取り組み体制の強化を求める意見書の提出につ

いて

意見書案
第15号 戎脇 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書の提出について

６月定例会
■全員賛成で可決・同意した議案
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甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター改修工事や勤労福祉会館
改修工事等への対応などに3億7,661万円追加補正

　6月定例会では、助成の決定を受けた甲南Ｂ＆Ｇ海洋センター改修工事や、雨漏り等を修繕する勤
労福祉会館屋根・外壁等改修工事、令和４年度事業で国への返還金のほか、寄附金を財源とする備品
購入等の補正予算を審議し、原案のとおり可決しました。主な質疑の内容を紹介します。

新型コロナウイルスワクチン接種事業
1,500万円

社会体育施設維持補修事業
5,300万円

Q

A

ワクチンを接種する人が少なくなってきて
いる中、当初と同じような助成をするのか。
国の新型コロナウイルスワ
クチン接種体制確保事業の
一環として行うもので基本
的に国の基準にしたがって
いる。

Q

A

今回甲南Ｂ＆Ｇ海洋センターで改修される
内容について詳しく知りたい。
改装は主に内装工
事・空調工事。他
に雨漏りのする屋
根の修繕工事。

勤労福祉施設維持補修事業
4,700万円

社会体育一般事業
1,237万円

Q

A

当初予算で組まずに補正予算で上がってく
る理由は。
調査・工事設計
を完了するまで
時間がかかり当
初予算に計上で
きなかった。

Q

A

オーダーメイド型運動
教室とはどんなものか。
令和３・４年度に行な
った健康寿命を延ばそ
う事業とほぼ同様の運動習慣を継続しても
らうための事業。誰もが参加しやすい３タ
イプに分けて実施。

母子保健活動事業
217万円

くすり学習館維持補修事業
280万円

Q
A
電子母子手帳のアプリの利用者数は。
令和５年６月26日現在で2,373名が登録、
概ね80％以上の利用となる。

利用によってどのようなメリットがあるのか。
いつでもどこでも検診や予防接種の予約等
に活用、利用者に随時プッシュ情報を伝えら
れる。またアンケート機能が追加された。

Q

A

経年劣化による空調設備の改修ということ
だが比較的新しいのに経年劣化の妥当性は。
法定耐用年数15年に対し13年目であり妥
当と考える。 Q

A
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低所得世帯等臨時特別給付金支給事業
2億8,221万円
Q

A

エネルギーや食料品等の物価高騰等への対応などに
6億9,413万円追加補正

　５月臨時会では、エネルギーや食料品等の物価高騰による負担増に対し、子育て世帯生活支援特別
給付金支給事業、福祉施設や医療機関・農業者・地域公共交通事業者等に対する支援の補正予算を審
議し、原案のとおり可決しました。主な質疑内容を紹介します。

政府は制度に柔軟性を持たせたと述べてい
る。対象枠の拡大について検討をしたのか。
検討したが令和５年１月から５月までの短
期間となり、年間を通して見るのが難しく、
農業関係などの季節的な急変も考え、非課
税世帯のみを対象とした。

子育て世帯生活支援特別給付金支給事業
（ひとり親世帯分）	5,227万円
（その他世帯分）	 4,869万円
Q
A
対象者をどのように推定したのか。
物価高騰の影響を受けて、
令和５年１月１日以降の
収入が減少し、それぞれ住
民税、扶養手当の水準が下
がった方について対象と
する。

国産粗飼料高騰対策事業
1,000万円
Q

A

本対策は国県市合わせて高騰分の1/6程度、
他と比較し不十分ではないか。
飼料価格安定対策の基金制度で9割分が補
填されているため、
県と同額の支援と
なった。

省エネ家電製品購入補助事業
4,163万円
Q

A

対象がエアコンのみとなっている。他市町
ではエアコン以外に冷蔵庫なども対象とな
っているが。
エアコンの買い替えが省エネ効果が高く、
対象とした。熱中症等による健康被害を軽
減する目的も込めた。

省エネ性能の基準は設けているのか。
省エネラベルの星２以上で設定する。

一世帯一回限りとのことであるが何件くら
いの申請を予定しているのか。
2,400件を予定している。

Q
A
Q

A

水稲苗購入補助事業
1,650万円
Q

A

対象者を認定農業者としているが営農法人
等は含まれるのか。
営農法人等も含まれる。
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QA PIC
K U

P 3
　

内
貴
橋
道
路
整
備
工
事
の
契
約

市
道
新
町
・
貴
生
川
幹
線
内
貴
橋
道
路
整
備
そ
の
14
工
事
に
つ
い
て
、
令

和
５
年
５
月
22
日
に
執
行
し
た
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社
ピ
ー

エ
ス
三
菱 

滋
賀
営
業
所
が
３
億
１
７
３
９
万
９
５
０
０
円
で
落
札
し
た
の

で
、
契
約
議
決
を
求
め
る
も
の
。

応
札
が
１
社
の
み
で
あ
っ
た
が
競
争

入
札
と
し
て
成
立
す
る
の
か
。

問
題
な
い
も
の
と
考
え
る
。

供
用
開
始
予
定
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

当
初
予
定
は
今
年
度
末
だ
っ
た
が
資

材
価
格
の
高
騰
等
で
来
年
度
中
と
な

る
。

新
橋
完
成
後
の
旧
橋
解
体
予
定
は
。

新
橋
供
用
開
始
か
ら
２
ヵ
年
を
要
す

る
。 出

さ
れ
た
質
疑
や
意
見

QA
PIC

K U
P 4

小
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に生理

用
品
設
置
を
求
め
る
請
願

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
通
学
で
き
、
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
を
保
障
す

る
た
め
に
小
・
中
学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
、
返
却
不
要
な
生
理
用
品
の
設

置
を
求
め
る
も
の
。

●�

貧
困
の
解
決
に
つ
な
が
ら
な
い
、

紙
ナ
プ
キ
ン
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
消
費
に
な
り
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
方
向
性
と
合
致
し
な

い
。

反　
対

●�

女
性
の
性
に
関
わ
る
権
利
の
尊
重

を
求
め
る
声
か
ら
も
学
校
ト
イ
レ

へ
の
設
置
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
設
置
と
同

様
に
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

議
案
第
66
号　
契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

請
願
第
２
号

QA

内貴橋完成イメージ

●�

設
置
を
性
別
関
係
な
く
誰
も
が
必

要
と
感
じ
る
社
会
に
は
な
っ
て
い

な
い
中
で
、
請
願
を
通
す
こ
と
は

無
理
を
通
す
こ
と
に
な
る
。

●�

小
・
中
児
童
生
徒
は
、
心
身
の
発

達
途
上
で
あ
り
「
生
理
は
全
て
の

女
性
の
生
涯
を
通
じ
た
健
康
の
問

題
」
設
置
は
学
び
の
環
境
整
備
で

あ
る
。

賛　
成
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PIC
K U

P 1 ５
月
臨
時
会
・
６
月
定
例
会 

議
案
審
議

甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

地
方
税
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
５
年
法
律
第
１
号
）
が
令
和
５
年
３
月

31
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

PIC
K U

P 2

水
口
児
童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事
の
契
約

水
口
児
童
ク
ラ
ブ
新
築
工
事(

建
築
主
体
工
事)

に
つ
い
て
、
令
和
５
年
５

月
22
日
に
執
行
し
た
一
般
競
争
入
札
の
結
果
、
京
都
建
物
辻
正
株
式
会
社

が
２
億
１
３
０
万
円
で
落
札
し
た
の
で
、
契
約
議
決
を
求
め
る
も
の
。

甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
改
正

QA
森
林
環
境
税
の
導
入
に
伴
う
徴
収
方

法
等
の
規
定
の
整
備

復
興
税
と
比
べ
非
課
税
対
象
世
帯
数

は
変
わ
る
の
か
。

変
わ
り
は
な
い
。

森
林
環
境
税
と
森
林
環
境
譲
与
税
の

差
額
は
。

出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

森
林
環
境
税
は
４
千
８
百
万
円
、
森

林
環
境
譲
与
税
は
滋
賀
県
の
試
算
で

は
８
千
万
円
と
な
る
。

市
内
の
人
工
林
面
積
・
林
業
従
事
者

は
。

市
内
の
人
工
林
面
積
は
約
１
万
３
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
・
林
業
従
事
者
は
77
名
。

QA

Q

A

QA
現
在
の
入
所
状
況
と
入
所
見
込
み
は
。

現
在
１
２
０
人
、
入
所
見
込
み
は
増

え
る
こ
と
を
想
定
し
４
室
と
し
た
。

入
札
結
果
で
失
格
が
有
っ
た
が
な
ぜ

か
。

最
低
制
限
価
格
を
下
回
っ
た
た
め
。

QA
出
さ
れ
た
質
疑
や
意
見

議
案
第
61
号　
甲
賀
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
65
号　
契
約
の
締
結
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

施設の一例（伴谷児童クラブ）
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〈
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
事
は
？
〉

●
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
第
１
号
を
完
成
さ
せ

た
時
は
、
達
成
感
を
覚
え
、
感
無
量
だ
っ
た　
●
視
覚

障
が
い
の
方
々
の
ほ
か
、
文
字
の
読
み
に
く
い
方
々
に

も
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
音
訳
に
使
命
感
を
持
っ
て
お

り
、
今
後
も
活
動
を
続
け
て
い
く
た
め
、
新
し
い
メ
ン

バ
ー
を
増
や
し
て
い
き
た
い

〈「
議
会
だ
よ
り
」の
感
想
は
？
〉

●
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
紙
の
中
で
、
一
番
読
み
に
く
い

●
漢
字
が
多
い
、
言
葉
が
難
し
い
、
文
字
数
が
多
い　

●
し
か
し
、
多
く
の
文
章
量
は
、
そ
れ
だ
け
伝
え
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
な
ぁ
と
も
思
う　
●
読
み

込
ん
で
い
く
と
、
議
会
で
の
経
過
が
見
え
て
、
そ
れ
が

事
業
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、
勉
強
に
な

る　
本
号
よ
り
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
会
だ
よ
り

内
に「
ひ
だ
ま
り
」で
制
作
い
た
だ
い
た
音
声
デ
ー
タ

を
掲
載
し
ま
す
。（
発
行
日
よ
り
１
か
月
程
度
経
過
後

と
な
り
ま
す
）

お
知
ら
せ
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聞
き
や
す
い
音
声
に
す
る
た
め

日
々
の
訓
練
も
欠
か
せ
な
い

　「議会だより」や「広報こう
か」などを音声データにして
いただいている方々に、活動
についてお話を伺いました。

市議会

音訳グループ
「ひだまり」

×

シ リ ー ズ

あなたとつなぐ

〈
活
動
内
容
は
？
〉

●
２
０
１
８
年
４
月
号
の「
広
報
こ
う
か
」を
ス
タ
ー
ト

に
、「
議
会
だ
よ
り
」と「
社
協
こ
う
か
」も
音
訳
し
て
い
る　

●
メ
ン
バ
ー
は
現
在
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
で
、
個
々
の

都
合
を
調
整
し
な
が
ら
活
動　
●
視
覚
障
が
い
の
方
々

に
音
声
デ
ー
タ
を
提
供
し
、
誰
も
が
市
の
情
報
を
得
ら

れ
る
環
境
づ
く
り
に
貢
献　
●
ま
た
、「
広
報
こ
う
か
」は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
誰
で
も
音
声
で
聞
く
こ
と
が
可
能

〈
活
動
で
心
が
け
て
お
ら
れ
る
事
は
？
〉

●
同
音
異
義
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
注
意
す
る
こ
と
や
、

ぶ
つ
ぶ
つ
切
っ
て
読
ま
ず
、
次
の
句
読
点
ま
で
一
息
で

読
む
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
る　
●
読
み
に
く
い
言
葉

も
あ
り
、
事
前
に
読
み
込
ん
だ
上
で
、
録
音
に
臨
ん
で

い
る　
●
日
常
か
ら
、
新
聞
の
コ
ラ
ム
を
声
に
出
し
て

読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
読
み
方
を
手
本
に
訓
練
し
た
り
し
て
い
る
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